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21
世
紀
新
農
政

20
07
の
ポ
イ
ン
ト

○
国
際
的
な
食
料
事
情
の
変
化
に
対
応
し
た
新
た
な
食
料
戦
略
の
確
立

○
我
が
国
農
林
水
産
物
・
食
品
の
市
場
の
拡
大

○
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
へ
の
戦
略
的
取
組

・
国
際
食
料
情
報
の
一
元
的
な
収
集
・
分
析
体
制
の
整
備
、
国
民
食
料
会
議
（
仮
称
）

の
議
論
を
通
じ
食
料
問
題
に
関
す
る
認
識
を
国
民
全
体
で
共
有

○
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
知
的
財
産
の
力
に
よ
る
農
業
の
潜
在
的
な
力
の
発
揮

○
担
い
手
へ
の
施
策
の
集
中
化
・
重
点
化

○
農
地
政
策
改
革

○
食
料
供
給
コ
ス
ト
の
縮
減

○
農
林
漁
業
体
験
活
動
を
通
じ
た
食
や
農
へ
の
理
解
の
増
進

○
食
品
の
安
全
と
消
費
者
の
信
頼
の
確
保
に
向
け
た
取
組
の
充
実

○
暮
ら
し
を
守
る
鳥
獣
害
対
策
の
展
開

・
鳥
獣
の
個
体
数
管
理
・
防
除
と
生
息
環
境
整
備
を
総
合
的
に
推
進

○
農
山
漁
村
活
性
化
に
向
け
た
地
域
の
創
意
工
夫
の
後
押
し

○
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

○
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
の
加
速
化

○
地
球
環
境
保
全
に
対
す
る
農
林
水
産
業
の
積
極
的
な
貢
献

-
１
-

農
地
の
「
利
用
」
を
担
い
手
に
ま
と
め
て
再
配
分
す
る
仕
組
み
の
構
築
な
ど
農
地
政
策

を
抜
本
改
革
→
担
い
手
が
創
意
工
夫
を
活
か
せ
る
魅
力
あ
る
農
業
経
営
の
確
立

世
界
最
大
の
食
料
純
輸
入
国
で
あ
る
我
が
国
の
食
料
戦
略
を
確
立
→
不
透
明
感
を
増
す

世
界
の
食
料
事
情
の
中
で
、
食
料
の
安
定
供
給
を
確
保

Ⅰ
食
と
農
に
関
す
る
新
た
な
国
家
戦
略
の
確
立

地
域
の
創
意
工
夫
に
よ
る
取
組
を
後
押
し
→
「
美
し
い
国
」
の
原
点
で
あ
る
農
山
漁
村
の

活
力
を
引
き
出
し
、
底
上
げ
に
つ
な
げ
る

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
再
生
可
能
な
資
源
を
生
産
・
活
用
す
る
農
林
水
産
業
の
新
た
な
展
開
を

支
援
→
循
環
型
社
会
の
実
現
・
地
球
環
境
の
保
全

生
産
か
ら
食
卓
ま
で
的
確
な
工
程
管
理
を
実
施
→
食
品
の
安
全
と
消
費
者
の
信
頼
を
確
保

Ⅲ
国
民
の
視
点
に
立
っ
た
食
料
政
策
の
展
開

農
林
水
産
業
の
潜
在
能
力
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
、
2
1
世
紀
の
戦
略
産
業
に
。
国
民
が
求
め
る
お
い
し
く
安
全
な
食
料
の
安
定
供
給
を
実
現

・
輸
出
環
境
の
整
備
、
日
本
食
・
食
材
の
海
外
情
報
発
信
等
に
よ
り
、
農
業
の
潜
在
能

力
を
発
揮
し
、
平
成
2
5
年
ま
で
に
輸
出
額
を
１
兆
円
規
模
に
拡
大

・
新
た
な
経
営
安
定
対
策
の
推
進
に
よ
り
、
創
意
工
夫
を
生
か
せ
る
農
業
経
営
を
実
現

・
地
域
の
面
的
集
積
を
促
進
す
る
機
能
を
持
つ
組
織
が
、
担
い
手
に
農
地
の
「
利
用
」
を

ま
と
め
て
再
配
分
す
る
新
た
な
仕
組
み
を
構
築

・
農
協
系
統
の
経
済
事
業
改
革
の
徹
底
等
に
よ
り
生
産
資
材
価
格
を
低
減

・
G
A
P
(農
業
生
産
工
程
管
理
手
法
）
等
の
導
入
に
よ
り
、
生
産
か
ら
食
卓
ま
で
的
確
な
工

程
管
理
を
実
施

・
食
品
産
業
全
体
で
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底

・
IT
を
活
用
し
た
新
た
な
農
業
生
産
技
術
な
ど
革
新
的
な
技
術
開
発
を
推
進
し
、
生
産

性
・
品
質
の
向
上
等
を
加
速

・
「
教
育
フ
ァ
ー
ム
」
等
を
通
じ
、
実
体
験
を
生
か
し
た
食
育
の
推
進

・
農
林
水
産
分
野
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
戦
略
、
国
土
の
生
物
多
様
性

の
保
全
に
関
す
る
戦
略
を
策
定

・
食
品
産
業
と
農
業
が
連
携
し
て
食
品
の
循
環
利
用
の
環
(リ
サ
イ
ク
ル
・
ル
ー
プ
）
を
構
築

・
平
成
2
3
年
ま
で
に
国
産
バ
イ
オ
燃
料
を
５
万
kl
生
産
。
大
幅
生
産
拡
大
に
向
け
技
術
開

発
を
推
進
(技
術
開
発
に
よ
り
、
2
0
3
0
年
頃
に
は
6
0
0
万
kl
の
生
産
が
可
能
(農
水
省
試
算
))

・
家
畜
排
せ
つ
物
等
の
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
総
合
的
な
利
活
用
の
推
進

・
各
府
省
連
携
の
下
、
居
住
者
・
滞
在
者
の
受
入
体
制
の
強
化
等
に
よ
り
、
団
塊
世
代
や

若
者
の
活
力
を
最
大
限
活
用

Ⅳ
資
源
・
環
境
対
策
の
推
進

Ⅴ
農
山
漁
村
の
活
性
化

Ⅱ
国
内
農
業
の
体
質
強
化



食
と
農
に
関
す
る
新
た
な
国
家
戦
略
の
確
立

国
際
的
な
食
料
事
情
の
変
化

地
球
温
暖
化
の
進
行
に
よ
る
農
作
物
被

害
等
の
懸
念

2
1
世
紀
末
の
平
均
気
温
は
1
.
1
～

6
.
4
℃
上
昇
と
予
測

バ
イ
オ
燃
料
需
要
の
増
大

＜
米
国
大
統
領
一
般
教
書
＞

2
0
1
7
年
ま
で
に
年
間
3
5
0
億
ガ
ロ
ン

の
再
生
燃
料
等
使
用
を
明
言

世
界
的
な
日
本
食
ブ
ー
ム

途
上
国
の
人
口
増
加
に
よ
る
食
料
需
要

の
増
加 世
界
人
口
は
2
0
5
0
年
に
は

現
在
の
1
.
4
倍
の
9
1
億
人

海
外
か
ら
我
が
国
の
思

惑
通
り
に
食
料
を
調
達

で
き
る
と
い
う
前
提
が

崩
壊
す
る
可
能
性

諸
外
国
が
我
が
国
の

農
林
水
産
業
・
食
品

産
業
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
な
る
可
能
性

世
界
の
食
料
需
給
の
安

定
に
は
「
多
様
な
農
業

の
共
存
」
が
重
要

米
国
農
務
省
は
世
界
食
料

情
報
等
を
収
集
分
析
し
定

期
的
に
発
信

1
.
国
際
的
な
食
料
事
情
の
変
化
に
対
応
し
た
新
た
な

食
料
戦
略
の
確
立

2
.
我
が
国
農
林
水
産
物
･
食
品
の
市
場
の
拡
大

3
.
W
T
O
農
業
交
渉
、
E
P
A
交
渉
へ
の
戦
略
的
取
組

○
検
疫
交
渉
の
加
速
化
、
日
本
食
・
食
材
の
海
外
へ
の
情
報
発
信
等
に

よ
り
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
を
促
進

目
標
：
2
5
年
ま
で
に
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
額
を
１
兆
円
規
模

に
拡
大

○
貿
易
保
険
の
積
極
活
用
、
情
報
拠
点
の
整
備
を
通
じ
、
東
ア
ジ
ア
地

域
に
お
け
る
我
が
国
食
品
産
業
の
海
外
事
業
活
動
の
環
境
を
整
備

○
「
多
様
な
農
業
の
共
存
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
国
内
農
業
へ
の
影

響
を
十
分
踏
ま
え
、
「
守
る
べ
き
も
の
」
は
「
守
る
」
と
の
方
針
の
下
、

最
大
限
の
利
益
を
得
ら
れ
る
よ
う
戦
略
的
に
対
応

○
国
際
食
料
情
報
を
一
元
的
に
収
集
・
分
析
す
る
体
制
を
整
備

○
国
際
的
な
食
料
事
情
の
客
観
的
な
把
握
・
分
析
を
踏
ま
え
、
各
界
有

識
者
か
ら
な
る
「
国
民
食
料
会
議
」
(
仮
称
)
を
開
催
し
、
食
料
問
題
に

つ
い
て
国
民
全
体
で
認
識
を
共
有

○
ア
ジ
ア
各
国
と
連
携
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
強
化
な
ど
、

戦
略
的
な
国
際
協
力
を
通
じ
世
界
の
食
料
安
定
生
産
に
貢
献

○
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
よ
り
、
食
料
生
産
等
の
枠
を
超
え
た
農
林

水
産
業
・
農
山
漁
村
の
新
領
域
を
開
拓

単
収
の
伸
び
の
鈍
化

1
9
6
0
年
代
3
％
→
最
近
1
.
5
％

砂
漠
化
等
に
よ
る
農
地
の
減
少

毎
年
5
0
0
万
h
a
が
砂
漠
化

今
後
の
展
開
（
2
1
世
紀
新
農
政
2
0
0
7
）

途
上
国
の
所
得
水
準
の
向
上
な
ど
に
よ

る
畜
産
物
・
油
脂
類
・
水
産
物
需
要
の

増
加

・
畜
産
物
の
生
産
に
必
要
な
飼
料
用

穀
物
の
需
要
が
増
加

・
水
産
物
で
我
が
国
が
買
い
負
け

-
２
-

一
方



国
内
農
業
の
体
質
強
化

現
状
と
課
題

農
業
従
事
者
の
減
少
・

高
齢
化

耕
作
放
棄
地
の
増
加

水
田
・
畑
作
の
規
模
拡
大
の

遅
れ

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

阻
害
要
因

○
規
模
拡
大
だ
け
で
な

く
、
農
地
の
面
的
集
積

が
不
可
欠

○
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
は

高
い
生
産
資
材
費
の
低

減
が
必
要

○
規
模
拡
大
に
応
じ
て

作
期
分
散
、
品
質
確
保

等
を
図
る
技
術
が
必
要

目
指
す
姿

農
業
構
造
の
展
望
(
2
7年
)

体 質 強 化 の 遅 れ

※
水
稲
の
生
産
コ
ス
ト

に
占
め
る
生
産
資
材
の

割
合

※
担
い
手
の
農
地
の
分
散
の
例

今
後
の
展
開
（
2
1
世
紀
新
農
政
2
0
0
7
）

目
標
：
2
7
年
に
お
い
て
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
が
経
営
す
る

農
地
面
積
(
31
5～
3
6
0万
h
a程
度
※
)の
７
割
程
度
を
面
的
に
集
積

1
.
担
い
手
へ
の
施
策
の
集
中
化
・
重
点
化

2
.
農
地
政
策
改
革

3
.
食
料
供
給
コ
ス
ト
の
縮
減

4
.
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
知
的
財
産
の
力
に
よ
る
農
業

の
潜
在
的
な
力
の
発
揮

○
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担
い
手
に
限
定
し
た
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

の
推
進
を
通
じ
て
、
我
が
国
農
業
の
食
料
供
給
力
を
強
化

○
法
人
形
態
の
担
い
手
増
加
等
に
対
応
し
、
農
業
技
術
試
験
の
本
格
実
施
、

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
就
農
者
へ
の
支
援
等
に
よ
り
、
農
外
か
ら
の
参
入
も
含
め

た
多
様
な
人
材
を
育
成
・
確
保

○
農
地
は
農
業
生
産
・
経
営
に
と
っ
て
不
可
欠
な
資
源
と
し
て
有
効
利
用

す
る
と
の
理
念
を
明
確
化

○
農
地
政
策
に
つ
き
、
地
域
の
一
定
の
組
織
(
面
的
集
積
を
促
進
す
る
機
能

を
持
つ
組
織
)
が
農
地
の
利
用
を
一
旦
プ
ー
ル
し
、
そ
れ
を
面
的
に
ま
と

ま
っ
た
形
で
担
い
手
へ
再
配
分
す
る
新
た
な
仕
組
み
を
構
築

○
規
制
や
補
助
制
度
の
見
直
し
、
農
協
系
統
の
経
済
事
業
改
革
の
徹
底
な

ど
生
産
資
材
費
の
低
減
に
向
け
た
効
果
の
見
え
る
具
体
的
取
組
を
加
速
化

○
I
T
・
ロ
ボ
ッ
ト
等
先
端
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
農
業
生
産
技
術
や
新

食
品
・
新
素
材
開
発
等
の
革
新
的
な
技
術
開
発
を
推
進
し
、
生
産
性
・
品

質
の
向
上
、
新
た
な
需
要
の
創
出
等
を
加
速

○
「
東
ア
ジ
ア
植
物
品
種
保
護
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
(
仮
称
)
の
設
置
の
提
唱
な

ど
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
植
物
新
品
種
の
権
利
保
護
に
向
け
た
取
組
を
強
化

○
意
欲
的
な
企
業
や
若
者
の
農
外
か
ら
の
新
規
参
入
を
促
進

○
都
市
農
村
交
流
等
の
観
点
か
ら
、
一
定
区
域
を
対
象
に
都
市
住
民
等
に

よ
る
農
地
利
用
を
促
進

○
上
記
の
他
、
優
良
農
地
の
確
保
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
等
も
含
め
、

総
合
的
な
改
革
を
実
施

生
産
資
材
費

（
2
7
％
）

-
３
-

認
定
農
業
者

効
率
的
か
つ
安
定
的

な
家
族
農
業
経
営

物
財
費
ほ
か

1
0
3
千
円
（
7
0％
）

農
薬
費
(5
%
)

賃
借
料
･料
金
(9
%
)

労
働
費

労
働
時
間

3
0
h
r/
1
0
a

肥
料
費
(5
%
)

農
機
具
費
(1
7
%
)

4
4
千
円
（
3
0％
）

地
代
(1
4
%
)

（
支
払
・自
作
地
）

38
%
（
17
年
）

約
2
2
万

（
1
8
年
1
2
月
末
）

集
落
営
農

約
１
万
2
千

（
1
9
年
2
月
1
日
）

全
農
地
の

7
～
8
割
程
度
(
※
)

33
万
～
3
7万

効
率
的
か
つ
安
定
的

な
集
落
営
農
経
営

2万
～
4
万

効
率
的
か
つ
安
定
的

な
農
業
経
営
が
経
営

す
る
農
地
の
割
合

認
定
農
業
者
等
が

経
営
す
る
農
地
の

割
合



国
民
･
消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
食
料
政
策
の
展
開

今
後
の
展
開
（
2
1
世
紀
新
農
政
2
0
0
7
）

1
.
食
品
の
安
全
と
消
費
者
の
信
頼
の
確
保
に
向
け
た

取
組
の
充
実

2
.
農
林
漁
業
体
験
活
動
を
通
じ
た
食
や
農
へ
の
理
解

の
増
進

○
生
産
・
加
工
現
場
に
、
新
た
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
(
農
業
生
産
工
程
管
理
手
法
)

や
食
品
製
造
段
階
で
の
Ｇ
Ｍ
Ｐ
(
適
正
製
造
規
範
)
等
の
工
程
管
理
手
法

を
導
入
し
、
生
産
か
ら
食
卓
ま
で
の
食
品
安
全
を
確
保

○
「
教
育
フ
ァ
ー
ム
」
や
農
山
漁
村
で
の
子
供
達
の
長
期
宿
泊
体
験
活

動
の
一
層
の
推
進
を
図
り
、
教
育
の
場
と
し
て
農
林
漁
業
の
体
験
活
動

を
積
極
的
に
導
入

○
農
林
漁
業
体
験
活
動
の
場
で
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
活
用
し
、

「
日
本
型
食
生
活
」
を
普
及

○
学
校
給
食
、
観
光
等
地
域
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
地
産
地
消
に
取
り

組
む
先
進
事
例
を
全
国
に
普
及

農
林
漁
業
体
験
活
動
の
促
進

-
４
-

目
標
：
2
3
年
度
ま
で
に
お
お
む
ね
全
て
の
主
要
な
産
地
(
2
,
00
0産
地
)に

お
い
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
(
農
業
生
産
工
程
管
理
手
法
)を
導
入

○
企
業
ト
ッ
プ
の
意
識
改
革
、
行
動
規
範
の
策
定
等
を
通
じ
食
品
産
業

全
体
で
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹
底

※
Ｇ
Ａ
Ｐ
(
農
業
生
産
工
程
管
理
手
法
)

肥
料
や
農
薬
を
基
準
通
り
に
施
用
す
る
こ
と
や
、
完
熟
の
た
い
肥
を
使
用
す

る
な
ど
、
食
品
の
安
全
確
保
等
の
た
め
に
、
農
業
生
産
の
作
業
ご
と
に
特
に

注
意
を
払
っ
て
管
理
す
る
項
目
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
、
そ
れ
を
実
施
し

て
記
録
に
残
し
、
次
期
の
作
業
の
改
善
に
役
立
て
る
手
法

食
品
の
安
全
に
関
す
る
国
民
の
高
い
関
心

○
食
と
農
に
関
す
る
正
し
い
知
識
が
不
十
分

～
食
に
関
す
る
誤
っ
た
知
識
～

○
消
費
者
は
、
食
品
の
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
段
階
の
う
ち
、
「生
産

段
階
」
、
「製
造
・加
工
段
階
」に
不
安
感

生
産
段
階

（
肥
培
管
理
、
農
薬
散
布
、
収
穫
時
の
管
理
な
ど
）

製
造
・
加
工
段
階

自
然
環
境
(水
､土
壌
､大
気
な
ど
)

流
通
段
階

販
売
段
階

家
庭
の
段
階
(保
存
･調
理
方
法
な
ど
)

外
食
の
段
階
(保
存
･調
理
方
法
な
ど
)

資
料
：
内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会
「
食
の
安
全
性
に
関
す
る
意
識
調
査
」
（
平
成
1
5年
９
月
）

・
畑
か
ら
イ
チ
ゴ
が
に
ょ
き
っ
と
生
え
て
く
る
絵
を
描
く
子
ど
も

資
料
：
（
株
）
博
報
堂
生
活
総
合
研
究
所
「
農
業
に
関
す
る
お
絵
か
き
調
査
」
（
１
２
年
３
月
）

2.
4%4.
4%5.
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%
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%

0.
0%

10
.0
%
20
.0
%
30
.0
%
40
.0
%
50
.0
%
60
.0
%
70
.0
%
80
.0
%
90
.0
%

写
真
：
（
社
）
中
央
酪
農
会
議
Ｈ
Ｐ
よ
り

写
真
：
近
畿
農
政
局
「
食
、
農
、
環
境
学
習
の
す
す
め
」
よ
り



地
球
温
暖
化
対
策
等
の
資
源
・
環
境
対
策
の
推
進

現
状
と
課
題

○
脱
石
油
依
存
社
会

○
持
続
的
な
循
環
型
社
会
の
形
成

目
指
す
社
会
の
方
向
性

○
地
球
温
暖
化
等
の
資
源
・

環
境
問
題
に
対
応
で
き
る
産
業

へ
の
発
展

○
地
球
環
境
を
守
る
主
導
的
な

役
割
の
発
揮

こ
れ
か
ら
の
農
林
水
産
業

○
動
植
物
を
対
象

○
自
然
界
の
循
環
機
能
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
成
り
立
つ
活
動

○
生
物
多
様
性
に
大
き
く
依
存

農
林
水
産
業
の
特
徴

石
油
産
業
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産

マ
テ
リ
ア
ル
生
産

今
後
の
展
開
（
2
1
世
紀
新
農
政
2
0
0
7
）

○
工
程
表
に
基
づ
き
、
稲
わ
ら
・
木
材
等
か
ら
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
高
効

率
に
製
造
で
き
る
技
術
の
開
発
等
に
よ
り
、
国
産
バ
イ
オ
燃
料
を
大
幅
に
生

産
拡
大
(
技
術
の
開
発
等
が
な
さ
れ
れ
ば
、
2
0
3
0
年
頃
に
は
6
0
0
万
k
l
の
国
産

バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
が
可
能
（
農
水
省
試
算
)
)

○
利
用
推
進
体
制
の
整
備
や
技
術
開
発
等
に
よ
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
利
用
を
促
進

○
家
畜
排
せ
つ
物
等
の
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
総
合
的
な
利
活
用
を
図
る
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の
構
築
に
向
け
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ
た
取
組
を
支
援

○
地
球
温
暖
化
の
防
止
策
や
適
応
策
等
を
内
容
と
す
る
総
合
戦
略
を
策
定
し
、

農
林
水
産
分
野
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
を
加
速
化

目
標
(
1)
2
3年
ま
で
に
国
産
バ
イ
オ
燃
料
を
５
万
k
l
生
産

(
2
)
2
2年
度
ま
で
に
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
を
3
00
地
区
構
築

1
.
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
の
加
速
化

3
.
地
球
環
境
保
全
に
対
す
る
農
林
水
産
業
の
積
極
的
な

貢
献

○
国
土
の
生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け
た
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
有
機
農
業

の
普
及
、
里
地
里
山
の
整
備
・
保
全
、
藻
場
・
干
潟
の
造
成
等
を
推
進

○
食
品
関
連
事
業
者
、
農
林
漁
業
者
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
の
連
携
に
よ
る

リ
サ
イ
ク
ル
･
ル
ー
プ
（
食
品
の
資
源
循
環
の
環
）
の
構
築
を
推
進

2
.
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

○
深
刻
な
地
球
温
暖
化

○
有
限
な
資
源
の
減
少
・
枯
渇

○
生
態
系
の
乱
れ

(
生
物
多
様
性
の
喪
失
)

・
日
本
の
年
平
均
気
温
は
、
1
0
0
年
当
た
り

約
1
.
0
7
℃
の
割
合
で
上
昇

・
石
油
な
ど
の
大
量
使
用
に
よ
り
大
気
中

の
C
O
2
濃
度
が
大
幅
に
増
大

26
0

28
0

30
0

32
0

34
0

36
0

17
50

18
00

18
50

19
00

19
50

20
00

010203040506070

二
酸
化
炭
素
濃
度

石
炭

石
油天
然
ガ
ス

ｐｐ
ｍ

億  炭
素
トン

（年
）

・
O
P
E
C
の
余
剰
原
油
生
産
能
力
は
、
2
0
0
2

年
か
ら
2
0
0
5
年
に
1
/
3
以
下
に
低
下

・
人
間
の
活
動
に
伴
う
負
の
イ
ン
パ
ク
ト
に

よ
る
生
物
や
生
態
系
へ
の
影
響

-
５
-

-
1
.
5

-
1
.
0

-
0
.
5

0
.
0

0
.
5

1
.
0

1
9
0
0
1
9
1
0
1
9
2
0
1
9
3
0
1
9
4
0
1
9
5
0
1
9
6
0
1
9
7
0
1
9
8
0
1
9
9
0
2
0
0
0

平
年
差
(℃
)

平
年
差
の
５
年
移
動
平
均

長
期
的
な
変
化
傾
向

年
資
料
：
気
象
庁

資
料
：
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
国
立
研
究
所
（米
国
）
、
ＩＰ
Ｃ
Ｃ
第
３
次
評
価



「
美
し
い
国
」
の
原
点
で
あ
る
農
山
漁
村
地
域
を
守
り
、
活
性
化
す
る
政
策
の
推
進

○
農
山
漁
村
の
活
力
の
低

下
等
に
伴
う
鳥
獣
被
害
の

増
加

○
農
地
・
農
業
用
水
を
守
っ

て
き
た
農
村
集
落
の
営
み

も
衰
退
(多
面
的
機
能
の

発
揮
に
支
障
)

2
0
0
0
～
2
0
2
5
年
人
口
減
少
率

02468

1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

2
0
0
0
～
2
0
2
5
年
人
口
減
少
率

中
枢
・
中
核
都
市
圏

か
ら
１
時
間
圏
内
の

地
方
圏

中
枢
・
中
核
都
市
圏

か
ら
１
時
間
圏
外
の

地
方
圏

東
京
圏

人 口 減 少 率 (%
)

農
山
漁
村
部
で
は
、

20
25

年
に
は

16
%
以
上
の
大

幅
な
減
少
。

○
農
山
漁
村
の
人
口
は
大
幅
に
減
少

農
山
漁
村
の
活
力
低
下

○
農
業
集
落
は
2
0
0
0
年
～
2
0
2
0
年
に

か
け
２
万
集
落
が
消
滅

○
農
山
漁
村
の
活
力
の
一

層
の
低
下

○
都
市
住
民
の
農
村
へ
の
関
心
の
高

ま
り

○
団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職

一
方
で
、
新
た
な
動
き
も

2
0
0
0
年
：
1
3
5
,1
6
3
集
落

2
0
2
0
年
：
1
1
6
,3
8
8
集
落

約
1
4
％
（
約
２
万
集

落
）
が
減
少

※
農
林
水
産
省
推
計
（
19
90
,2
0
00
年
セ
ン
サ
ス
の
農
家
世
帯
数
を
用
い

て
コ
ー
ホ
ー
ト
法
に
よ
り
推
計
し
た
農
家
人
口
を
も
と
に
、
農
家
戸
数
を
推

計
し
、
農
家
戸
数
が
０
戸
と
な
っ
た
農
業
集
落
を
消
滅
し
た
と
し
て
集
計
）

注
：こ
こ
で
農
山
漁
村
部
と
は
、
中
枢
・
中
核
都
市
圏
か
ら
１
時
間
圏
外
の

地
方
圏
を
い
う
。

出
典
：
国
土
審
議
会
調
査
改
革
部
会
報
告
「国
土
の
総
合
的
点
検
」（
2
00
4

年
5月
）に
基
づ
き
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
が
作
成
。

0
10

20
30

40
50

ニ
ホ
ン
ジ
カ

ニ
ホ
ン
ザ
ル

イ
ノ
シ
シ

19
7
8

20
0
3

国
土
全
体
に
対
す
る
生
息
地
域
の
割
合

環
境
省
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
「自
然
環
境
保
全
基

礎
調
査
」よ
り

水
路
等
の
機
能
不
全

今
後
の
展
開
（
2
1
世
紀
新
農
政
2
0
0
7
）

○
農
山
漁
村
活
性
化
新
法
に
基
づ
く
交
流
・
滞
在
施
設
の
整
備
等
を
推
進

（
地
域
間
交
流
）

○
「
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
新
商
品
開
発
を
支
援
（
地
域
固
有
の
資
源
の
活
用
）

○
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
を
活
用
し
た

意
欲
あ
る
自
治
体
の
取
組
を
支
援
（
地
域
の
知
恵
の
活
用
）

○
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
を
円
滑
に
実
施
（
地
域
の
持
続

的
・
自
立
的
発
展
）

○
農
山
漁
村
に
お
け
る
豊
か
な
人
間
関
係
と
社
会
的
な
つ
な
が
り
の
維
持
・

再
生
に
向
け
た
新
た
な
政
策
手
法
を
検
討
（
地
域
の
担
い
手
・
人
づ
く
り
）

○
地
方
自
治
体
、
農
業
関
係
団
体
、
N
P
O
等
と
連
携
し
、
市
町
村
レ
ベ
ル

の
捕
獲
数
管
理
の
促
進
及
び
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
・
防
除
対
策
を
強
化

○
里
地
里
山
の
管
理
対
策
の
促
進
等
生
息
環
境
対
策
を
強
化

目
標
：
今
後
５
年
間
に
全
国
の
市
町
村
の
過
半
(
1
,
0
0
0以
上
)で
居
住
者
、
滞
在

者
の
増
加
に
つ
な
が
る
農
山
漁
村
の
活
性
化
に
向
け
た
新
た
な
取
組
を

創
出

1
.
農
山
漁
村
活
性
化
に
向
け
た
地
域
の
創
意
工
夫
の

後
押
し

2
.
暮
ら
し
を
守
る
鳥
獣
害
対
策
の
展
開

「
地
域
活
性
化
政
策
体
系
」
（
Ｈ
1
9
.
2
.
6
）
で
示
さ
れ
た
５
つ
の
視
点
を
踏
ま
え
、

関
係
府
省
連
携
の
下
、
団
塊
世
代
や
若
者
の
活
力
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
、
地

域
の
創
意
工
夫
を
後
押
し
(
多
面
的
機
能
の
発
揮
へ
も
貢
献
)

-
６
-


